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１．はじめに：アジアにおける地域主義の流れ 

 

  地域主義とは何か 

  広域アジアからの出発：ＥＣＡＦＥ 

  サブ地域への分化→ＡＳＥＡＮ，ＳＡＲＲＣなど 

  アジア太平洋地域主義の登場と展開 

   

  アジア地域主義の現在：肯定的評価・否定的評価 

 

２．三層構造：「アジア太平洋」「東アジア」「東南アジア」 

 

  「アジア太平洋」は時代遅れか 

  ＡＰＥＣの政治フォーラム化 

  ＡＲＦにおける協調的安全保障の試み 

  

  ＡＳＥＡＮ＋３：事実上の東アジア地域枠組み 

  通貨協力の実際から見る東アジア地域協力 

   新宮澤構想→チェンマイ・イニシアティブ 

   神戸リサーチプロジェクト（ＡＳＥＭ）、ＡＤＢＩ，ＥＭＥＡＰ 

  →アジア債券市場構想 

  東アジアサミット開催の意義 

   ＴＡＣ署名国＝参加国 

   オーストラリアの参加 

 

  ＡＳＥＡＮ協力の継続 

   ヴィジョン2020（１９９７）→第二ＡＳＥＡＮ協和宣言（２００３） 

   経済統合＋ＡＳＥＡＮディヴァイドの解消 

 

３．新たな潮流：さまざまな地域枠組みの登場 

 

  「環インド洋」環インド洋協力連合（ＩＯＲ−ＡＲＣ） 

  「ベンガル湾」ベンガル湾多分野技術経済協力（ＢＩＭＳＴＥＣ） 

  氾「アジア」の復活：アジア協力対話（ＡＣＤ） 

  中ロ主導の「アジア」：上海協力機構（ＳＣＯ） 

 

  参加国の多様性 

  目指す「地域」の多様性 

 

５．さいごに：アジアにおける地域主義を見る視点 

 

  重層か、錯綜か 

mailto:obamie@rs.kagu.tus.ac.jp


  地域主義の活発化を促している志向性 

    相対的に自律的な地域メカニズム構築 

    繁栄と成長 

    地域情勢の安定化 

  世界の潮流との関連 

    アメリカの「非公式帝国」化とアジアにおける地域主義 

    世界の“Legalization”の中のアジア 
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